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1 は じ が き

農業複合経営の上で重要な作物として位置づけられてい

る蚕糸業の現状からみて,優良繭の生産が最も重要な事項

の一つであるといえる。それゆえ,早急に生産性が高く,

商品価値が優れた繭づくりのための技術の開発が必須条件

とされている。その一つとして植物ホルモンの有効使用が

あげられる。

ワカメやコンプのような海藻類の粉末から抽出された植

物ホルモンを壮蚕飼育に用いると,蚕児が健康に育ち,繭

も大型化して重くなり,その上壮蚕飼育期間が若千短縮す

ることを第 2報まででSWB剤として報告 した1～ 3)。 この
場合の植物ホルモンを処理する回数と方法について検討す

る必要がある。

2試 験 方 法

昭和58年の初秋及び晩秋の 2蚕期に試験を実施した。ホ

ルモンの種類はジベレリン (GA3)と イ /ド ール酢酸

(lAA)を使用し,こ れ らの67%液 を0075∝ /頭ず
つ 4齢 2日 目と 3日 目の 2回処理した区と,これに更に 5

齢 2日 目を加えて 3回処理した区について,経皮噴霧吸収

処理あるいは桑葉噴霧添食処理させた区を組合わせて,無

噴霧処理の対照区と比較した。なお,供試蚕品種は初秋蚕

期は錦秋×鐘和 ,晩秋蚕期は鐘和×錦秋であり,飼育型式

は1～ 3齢は両国式剛芽育,4～ 5齢は室内普通育である。

3試 験 結 果

① l齢から4齢までの飼育日数は,両蚕期,各区とも

差がみられなかった。 5齢の飼育日数は,両ホルモン区は

対照区に比べて ,初秋蚕期は 2～ 3時間,晩秋蚕期は 8時

間短かった。ホルモンの種類と回数によっでの差はみら

れなかったが,処理方法では初秋蚕期のみ経皮区が添食区

よりも1時間短かった。

② l～ 3齢 ,4齢及び 5齢の飼育温湿度は ,両蚕期と

も試験区による差はみられず,特に処理中の飼育温度は25

℃前後であった。

③ 4～ 5齢及び族中の減蚕歩合は,各区とも初秋蚕期

に比べて晩秋蚕期は若干少なかった。両ホルモン区は,対

照区に比べて一つの区を除いて少なかった。ホルモンの種

類は,GA3区はIAA区 よりも若千多かった。処理回数
は2回区が 3回区よりも多く,ま た,処F_r方法は,GA3
区は経皮区が添食区よりも,IAA区 は添食区が経皮区よ

りもそれぞれ多かった。

④ 4齢起蚕 1万頭に対する収繭量は,各区とも初秋蚕

期に比べて晩秋蚕期は若千多かった。両ホルモン区は,対

照区に比べて同じか又は多かった。ホルモンの種類は ,

GA3区はいA区よりも若干少なかった。 処理回数は, 2
回区が3回区よりも若干少なく,ま た,処理方法は,GA3
区は経皮区と添食区とで大差かみられなかったが,IAA
区は添食区が経皮区よりも若千少なかった。

③ 繭の大きさは,各区とも初秋蚕期に比べて晩秋蚕期

は若干大きかった。両ホルモン区は,対照区に比べて初秋

蚕期は同じか若千大きかったが,晩秋蚕期は大きかった。

ホルモンの種類は初秋蚕期はCA3区はIAA区よりも,

晩秋蚕期はlAA区 はGA3区 よりも若千大きか った。処

理回数は,2E●」区と3回区とではほとんど差がみられず ,

また処理方法は,経皮区が添食区よりも若千大きい傾向が

みられた。

⑥ 繭の重さは,各区とも初秋蚕期に比べて晩秋蚕期は

重かった。両ホルモン区は,対照区に比べて初秋蚕期は同

じか若千重かったが,晩秋蚕期は若千重かった。ホルモン

の種類は, GA3区 とIAA区は初秋蚕期はほとんど差がみ

られず 晩秋蚕期は後者が若千重い傾向であった。処理回
数は, 2回区と3回区とではほとんど差がみられず.また,

処理方法は,経皮区が添食区よりも若千重い傾向がみられ

た。

① 繭層歩合は,繭重とはとんど同じような傾向を示し
た。
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表 1 飼育 繭調査

4 考察及びまとめ

海藻類の粉末から抽出された植物ホルモンを壮蚕飼育に

用いると,虫質と繭質の向上がはかられるとともに,飼育

期間が若千短縮するので,その場合の処理回数と処理方法

について,ホルモンの種類はジベレリンとインドール酢酸

を用い,これを 4齢 2及び 3日 目の 2回処理と,更にこれ

に 5齢 2日 目を加えた 3回処理とにつき,経皮噴霧吸収し

た場合と,桑葉噴霧添食させた場合とにつき,無処理の対

照区と比較して試験を実施した。

その結果,前報までの報告と同様に植物ホルモンは,増

体 ,増繭,増糸効果が高く,経過も若千短縮された。その

場合特に処理時の飼育温度が25℃のような温度の影響が強

いことが判った。

このことから次のような結輪が導き出される。

① 飼育蚕期が初秋蚕期より晩秋蚕期に植物ホルモンの

影響が高い。

② 植物ホルモンの種類では,ジベレリンはインドール

酢酸より若千効果カイ底かったが,その差は極めて少なかった。

③ 植物ホルモンの処理回数が,3回処理の場合は 2回

処理の場合よりも若干効果が認められたが,その差は余り

大きくなかった。

④ 植物ホルモンの処理方法は,経皮吸収処理のほうが

桑葉添食処理よりも,収繭量及び繭質とも勝る傾向が認め

られたが,虫質ではジベレリンでは後者のほうが,イ ンドー

ル酢酸では前者のはうが勝る傾向がみられた。
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